
 
15 日までに集金して班、支部の役員に届けてください。 

会費の集金は 15日 80％、月末 100％になるようご理解、ご協力を‼ 

 
 

 
 

中小企業法務プラス！ワンポイント 

いよいよいよいよいよいよいよいよ始始始始まるマイナンバーまるマイナンバーまるマイナンバーまるマイナンバー制度制度制度制度    最終回最終回最終回最終回    

前回までの３回は、マイナンバー制度に関する法律やガイドラインに従った観点からのお話しでした。今回は、視点を変

えて制度そのものについての私見を述べたいと思います。 
 「マイバッグ」のような呼びやすさで「マイナンバー」という名称が普及していますが、あくまでこれは呼称にすぎませ

ん。実体は、昔から「共通番号制度」「国民総背番号」と言われ議論されてきたものであり、自分が主体となる番号ではな

く、国民が国家につけられる番号です。法律の名称も「行政手続における特定の個人を識別するための番号」です。 
 そして、政府は、当初、税・社会保障・災害の３分野、そのうちの特定の事務でのみで利用すると言いながら、法の施行

前に預金口座への付番などすでに利用範囲の拡大を決めています。そして、政府によれば、運転免許から、クレジットカー

ド、受験票などですらも個人番号カード１枚にまとめてしまおうと構想しています。 
 このような動向をみると、マイナンバーの普及と利用拡大につれて、国家が国民を１から 10 まで管理してしまう制度に

なりかねません。また、マイナンバーでひも付けされた情報が増えるごとに、情報漏えいのリスクも増大するおそれがあり

ます。 
 街中では、個人番号カードを作成するために証明写真の撮影コーナーがにぎわっていた様子も見かけました。しかし、安

易に制度を信じるのではなく、どこかで疑問のまなざしを向けることが必要となるのではないでしょうか。まずは、皆さん

の日常の会話の中でも、制度の不安点や疑問点を話し合ってみることはいかがでしょうか。 
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戦争法廃止、消費税増税反対の署名を集め、会員・読者を増やしましょう！ 
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ど

、
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な

さ
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か
ら
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民
商
へ
相
談
を
」

記帳、青色決算相談会のお知らせ 

「青色決算相談会」を開催します。今から都合をつけて、

必ず参加しましょう。 
日時：２月 18 日(木)、25 日(木)午前 10 時～12 時

場所：民商事務所 

持ち物：昨年の決算書と申告書の控えなど 

 ※詳しくは事務所へお問い合わせ下さい。 

の
一
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で
す
。
 

 
「

申
告

は
し

た
け

ど
払

え
な

い
」

と
い

う
自

営
業

者
の

方
も

た
く
さ
ん
い
ま
す
。
『
納
税
の
相

談
も

民
商

へ
』

の
一

言
が

人
助

け
の
『
大
き
な
力
』
で
す
。
 

 
九

月
か

ら
毎

月
、

読
者

・
会

員
と

も
増

え
て

い
ま

す
。

商
売

と
く

ら
し

を
守

り
つ

づ
け

て
六

〇
年

の
民

商
を

一
緒

に
大

き
く

し
ま
し
ょ
う
。
 

 
二

月
三

日
(
水
)
夜

、
民

商

事
務
所
・
会
議
室
で
「
所
得

税
・
申
告
学
習
会
」
を
開
催

し
、
会
員
、
役
員
が
参
加
し

ま
し
た
。
 

 
冒

頭
、

井
浪

税
対

部
長

（
副
会
長
）
が
あ
い
さ
つ
。

そ
の

後
、

所
得

計
算

の
仕

方
、
各
種
控
除
の
内
容
の
説

明
、
税
額
の
計
算
に
つ
い
て

改
め
て
学
習
し
ま
し
た
。
 

 
続

い
て

、
「

練
習

問
題

」

を
も
と
に
、
参
加
者
同
士
で

教
え
合
い
な
が
ら
、
所
得
を

計
算
し
、
各
種
控
除
に
関
す

る
事

項
な

ど
第

二
表

を
完

成
さ
せ
、
控
除
額
を
記
入
。

税
額

を
計

算
し

て
記

入
し

ま
し
た
。
 

 
参
加
者
か
ら
は
「
去
年
と

変
わ

っ
て

な
い

ね
」
「

毎
年

の
こ
と
で
も
覚
わ
ら
ん
」
な

ど
の

感
想

が
出

さ
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し

た
。
 


